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Unified Manager サーバの機能

Unified Manager サーバインフラは、データ収集ユニット、データベース、アプリケーシ
ョンサーバで構成され、検出、監視、ロールベースアクセス制御（ RBAC ）、監査、ロ
ギングなどのインフラサービスを提供します。

Unified Manager は、クラスタの情報を収集してデータベースにデータを格納し、そのデータを分析してクラ
スタに問題がないかどうかを確認します。

検出プロセスの仕組み

クラスタを Unified Manager に追加すると、サーバによってクラスタオブジェクトが検
出され、サーバのデータベースに追加されます。検出プロセスの仕組みを理解しておく
と、組織のクラスタとそのオブジェクトを管理する際に役立ちます。

デフォルトの監視間隔は 15 分です。 Unified Manager サーバにクラスタを追加した場合、そのクラスタの詳
細が Unified Manager の UI に表示されるまでに 15 分かかります。

次の図は、 Active IQ Unified Manager での検出プロセスを示しています。

クラスタの構成とパフォーマンスのデータの収集アクティビテ
ィ

クラスタ構成 data_is の収集間隔は 15 分です。たとえば、クラスタを追加したあと、そ
のクラスタの詳細が Unified Manager の UI に表示されるまでに 15 分かかります。クラ
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スタに対する変更を行った場合にも同じ間隔が適用されます。

たとえば、クラスタ内の SVM に 2 つの新しいボリュームを追加した場合、それらの新しいオブジェクトが
UI に表示されるのは次回のポーリング間隔のあとであるため、最大で 15 分後になります。

Unified Manager は、監視対象のすべてのクラスタから 5 分間隔で current_performance statistics _ を収集し
ます。そのデータを分析することでパフォーマンスイベントや潜在的な問題を特定します。5 分ごとのパフォ
ーマンスデータについては 30 日分、 1 時間ごとのパフォーマンスデータについては 180 日分のデータが履歴
として保持されます。これにより、過去 1 カ月間の非常にきめ細かなパフォーマンスの詳細と最大 1 年間の
パフォーマンスの傾向を確認できます。

収集のポーリングは、各クラスタからのデータが同時に送信されてパフォーマンスに影響することがないよう
に数分ずつオフセットされます。

次の表に、 Unified Manager で実行される収集アクティビティを示します。

アクティビティ 時間間隔

説明 パフォーマンス統計のポーリング

5 分ごと 各クラスタからリアルタイムのパフォーマンスデー
タを収集します。

統計分析 5 分ごと

Unified Manager では、統計のポーリングが完了する
たびに、収集したデータをユーザ定義のしきい値、
システム定義のしきい値、および動的なしきい値と
比較します。

パフォーマンスしきい値の違反が見つかると、
Unified Manager はイベントを生成し、設定されてい
る場合は該当のユーザに E メールを送信します。

構成のポーリング

15 分ごと 各クラスタから詳細なインベントリ情報を収集し
て、すべてのストレージオブジェクト（ノード、
SVM 、ボリュームなど）を特定します。

要約 1 時間ごと

5 分ごとに収集した最新の 12 回分のパフォーマンス
データを集計して 1 時間の平均を求めます。

1 時間の平均値は UI のいくつかのページで使用さ
れ、 180 日間保持されます。

予測分析とデータの削除
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アクティビティ 時間間隔

毎日午前 0 時から クラスタのデータを分析し、次の 24 時間のボリュー
ムのレイテンシと IOPS の動的なしきい値を設定しま
す。

30 日を経過した 5 分ごとのパフォーマンスデータを
データベースから削除します。

データの削除 毎日午前 2 時から

180 日を経過したイベントおよび 180 日を経過した
動的しきい値をデータベースから削除します。

データの削除

毎日午前 3 時 30 分から 180 日を経過した 1 時間ごとのパフォーマンスデー
タをデータベースから削除します。

データの継続性収集サイクルとは

データの継続性収集サイクルは、リアルタイムのクラスタパフォーマンス収集サイクル
の外部で、デフォルトでは 5 分ごとにパフォーマンスデータを取得します。データの継
続性収集により、 Unified Manager がリアルタイムのデータを収集できなかった期間の
統計データを補完することができます。

データの継続性収集は、ONTAP バージョン8.3.1以降のソフトウェアがインストールされたクラスタでのみサ
ポートされます。

Unified Manager は、次のイベントが発生したときにデータの継続性収集による履歴パフォーマンスデータの
ポーリングを実行します。

• クラスタが最初に Unified Manager に追加されたとき。

Unified Manager は、過去 15 日間の履歴パフォーマンスデータを収集します。これにより、クラスタが追
加されてから数時間で 2 週間分の履歴パフォーマンス情報を表示できます。

また、該当する期間にシステム定義のしきい値のイベントが発生していた場合はそれらのイベントも報告
されます。

• 現在のパフォーマンスデータ収集サイクルが所定の時間に完了しない。

リアルタイムのパフォーマンスのポーリングが 5 分間隔の収集期間を超えると、データの継続性収集サイ
クルが開始され、収集されなかった期間の情報が収集されます。データの継続性収集が実行されなかった
場合、次の収集期間がスキップされます。

• 次の状況により、 Unified Manager に一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンラインに戻ったと
き。

◦ 再起動された。

◦ ソフトウェアのアップグレードやバックアップファイルの作成のために Unified Manager がシャット
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ダウンされた。

◦ ネットワーク停止から復旧した。

• 次の状況により、クラスタに一時的にアクセスできなくなり、そのあとオンラインに戻ったとき。

◦ ネットワーク停止から復旧した。

◦ 低速なワイドエリアネットワーク接続が原因で、通常のパフォーマンスデータの収集に遅延が生じ
た。

データの継続性収集サイクルは、最大 24 時間の履歴データを収集できます。Unified Manager が停止した状
態が 24 時間以上続くと、 UI のページにパフォーマンスデータが表示されない期間が発生します。

データの継続性収集サイクルとリアルタイムのデータ収集サイクルを同時に実行することはできません。デー
タの継続性収集サイクルが完了してからでないと、リアルタイムのパフォーマンスデータ収集は開始されませ
ん。1 時間以上の履歴データを収集するためにデータの継続性収集が必要な場合は、 Notifications ペインの上
部に、そのクラスタのバナーメッセージが表示されます。

収集されたデータとイベントのタイムスタンプの意味

収集された健常性とパフォーマンスのデータに表示されるタイムスタンプやイベントの
検出時間に表示されるタイムスタンプは、 ONTAP クラスタの時間に基づいて、 Web ブ
ラウザで設定されているタイムゾーンに調整されます。

ネットワークタイムプロトコル（ NTP ）サーバを使用して、 Unified Manager サーバ、 ONTAP クラスタ、
および Web ブラウザの時間を同期することを強く推奨します。

特定のクラスタのタイムスタンプが正しく表示されない場合は、そのクラスタの時間が正しく
設定されていることを確認してください。
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